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In this studふin order to in、estigate load-\:arr) ing beh乱、ior of the ftexural reinforced RC beams \\ ith FRP 
sheet under iterativ巴loading， iterative pulsating loading tests with constant load amplitudc for the RC beams 
\\ere conducted. Here \\\0 failure t) pes 01' reinforced RC beams、~じre used \\hiじh are: ftexural tàilure t) pe: 
and sheet debonding failure type. Aramid FRP shcet (AFRPs) and Carbon FRP sheet (CFRPs) were taken as 
reinforcing material. Two loading Icvels were set which are 67 % and 90 % bigger loading level from rebar 
yielding point in the load between rebar yielding point and ultimate point. From this study， following results 
are obtained: 1) 67 % loading leveL both RC beams reinforced with AFRPs and CFRPs are still health after 
100th iterati\e loading: 2) in case of 90 % loading le、el for ftexural fàilure t) pe RC beam. RC beam with 
AFRPs is health after 100th iterativc loading but RC beam with CFRPs is failured at 12th one due to sheet 
debonding‘and 3) ductility for dcbonding of AFRPs may be superior to that for CFRPs. 
Key �平ords : FRP O'heet. RC b虻口11，ヌεxuγa/O'tr，引19thening. iteratire /oa正iing
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断面図(配筋)
図-1試験体概要図




























(以下， 単に降伏時荷重)と終 局時荷重を求め， 主鉄筋






目付量 弾性係数 設計厚さ 引張強度 破断ひずみ
(g/m2) (GPa) (mm) (GPa) (% ) 
AFRP 41 5 0.286 
シート 623 11 8 0.430 2.06 1 .75 
CFRP 200 0.1 11 




いる. 表中， 試験体名のうち第l 項目はFRPシート
の伸び剛性EA( E:弾性係数，A 断面積)の大小と
シート材料を示している. ここで，L は伸び剛性EA
が 6 .6MN で、小さい場合を，H は伸び剛性EAをL の










いる. 試験体は， 断面寸法(梁幅× 梁高)を150 x 2 50 




た， せん断補強筋は， せん断余裕度( 計算せん断耐力














験時におけるコンクリートの圧縮強度は2 7 .5MPa， 主























取ることとし， 載荷荷重値の低いLA-M ，HC-M 試験体
に関する実験結果を基準にして載荷荷重値を決定する
こととした. すなわち，LAJC-C 1 ， -C2 でそれぞれ 65. 7
kN ，72 .8凶，HA/C-C 1， -C2 試験体でそれぞ、れ 79 .6 kN， 
88.5 kN で、ある.
なお，繰り返し荷重の下限値は 5 klサと設定した. こ
れは，完全除荷時における試験体や載荷治具のズレを
防止するためである. 荷重は周期を100 sとする正弦























































11式験 降伏時 b-i大尚南時 降伏時 最大州市時
f本名 荷重 変位 何重 変位 f可重 変位 荷重 変位
(kl-..;) (mm) (kN) (mm) (kN) (mm) (kN) (mm) 
LA-M 46.6 IIラ 76.3 49.3 39.4 7.0 75.7 40.1 
LC-M令 47.5 11.1 80.6 47.7 40.0 7.2 75.7 39.7 
HA-M 57.2 11.7 93.7 33.4 45.6 7.1 101.6 34.7 
HC-M 55.6 11.5 92.9 38.0 46.4 7.3 102.3 34.6 
水.シート 破断により計算が終了












の場合には7 .2 � 7.5 kN， HA/ じM試験体の場合には









LA/C-M ‘HA/C-M 試験体でそれぞれ47 � 48 kN程度，
5 6  � 57  kN 程度であることが分かる. また， 主鉄筋
降伏時の載荷点変位はいずれの場合も11� 12 mmと
良く一 致している. 最大荷重および最大荷重時変位に
関しでもA試験体とC 試験体聞の差異は， 最大で4. 3































た， (b)図のLC-M 試験体に関しては， 計算結果よりも
大きい荷重状態で、終局に至っていることより， 実験結
果のみを示している.
















全面剥離していない. また， 表-4 には， 図-4 の定
荷重繰り返し載荷実験結果における主鉄筋降伏時荷重
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荷重(kN) 変位(111m) 荷重(kN) 変位(mm)
(1 ) (2) (2) -(1) 
LA-C1 49.S 11.3 79.4 48.2 27.3 34.6 7.3 
LC-C1 46.4 10.8 18.2 斗8.8 28.9 33.6 4.7 
HA-C1 56.5 11.7 88.1 36.7 25.3 32.6 7.3 




















写真一3には，Cl 試験体に関する l サイクル目と
100サイクル目終了後のひび割れ進展状況を示してい
る. 写真一3(a) ，(b) より， 曲げ圧壊型で終局に至る
- 1314 -
lじVじIc I-cyc Ic 
10()- 100-
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(じ) HA-C 1試験体 (d) HC-C 1 試験体
写真一3 CI載荷時のlサイクル目および100サイクル目終了後のひび割れ状況








写真一3(c)， (d) は， 剥離破壊型で終局に至るHA/C­
CI 試験体に関するひび割れ分布である. HA/C 試験





































































































































































荷主(kN) 変位(mm) 前市(kN) 変位(mm) lサイクル時 最終サイクル時
LA田C2 47.1 11.2 81.6 56.8 36.4 48.5 100サイクルまで剥離せず
LC-C2 47.9 11.3 36.4 43.7 12サイクル
HA-C2 55.8 11.2 33.2 36.5 5サイクル












写真一4 には， 第 l と最終サイクル目を含む 3サイ
クル時点の最大荷重時におけるひび割れ分布を示して
いる. なお， 写真一4(a)のLA-C2 試験体に関しては，
第l と最終サイクル自の他， 写真一4(b)のLC-C2 試
験体における終 局時と同一サイクル (12サイクル)時
における結果も示している. 写真一4(b)，( c)のLC-C2，















































冊目岡田 計算結果 l- cycle 
-. 2 5- cycJe ----- - 50- cycle 
一一一75-cycle 一一一 1 00- cycle
20000 
























ハUハリハリ ハUハリハリ ハリハリハリ 『νハリ弓v (ぶ点、ぃ。
( c) H A- C2試験体
1--一判等せん断力区間の主鉄筋降伏領域
ー山由 計算結果 一一一 l -cycle








一一 l- cycle (�IJ離直前)
20000 




































判断される. また， サイクル数に対応して， ひずみの
増加傾向も示され，劣化が進展していることが確認で
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